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5カオスの中で場を持つこと
　2009年にフランスのレーベルからベン・シドラン（Ben Sidran）が出したジャズ・ボーカルの
















　1965年のアルバム Bringing It All Back Home のジャケット・ノーツには、当時のディランと
しては珍しいほど率直な自己表現が見られる。そこで彼は“i accept chaos. i am not sure 
whether it accepts me.”（「ぼくはカオスを受けいれる。それがぼくを受けいれるかどうかはわ
からないが。」）と言い、“I am about t’ sketch You a picture of what goes on around here 




























この人々はみな第１聯４行目の“the town”に共存していると読むことができる（“But the 










Dylan’s 115th Dream”では Mayflower という名の船で Captain Arab（エイラブ船長）ととも
7カオスの中で場を持つこと
に陸地に辿り着いた主人公は次々に不条理なできごとをくぐり抜けていくが、上陸にさいして彼





























あるとは考えられない。その意味ではハヴェルのように、たとえば“Ballad of a Thin Man”で
Mister Jones を馬鹿にする者たちは「カウンターカルチャーの、他人を戸惑わせる人々」（120）
を体現しており、彼らは「ブルジョワ生活の価値を認めないカラフルでラディカルな者たち」で



































　ケイオティックなこの場所は、たとえば“Stuck Inside of Mobile with the Memphis Blues 
Again”のように、しばしばそこから抜け出したい場所として表象される。“On the Road 
Again”や“Maggie’s Farm”、あるいは“It’s All Over Now, Baby Blue”や“Farewell, Ange-
lina”のような歌において、詩人は〈立ち去ること〉を主題にしている。しかし Blonde on 



















まおうとする態度が浮かび上がってくる。“Just Like Tom Thumb’s Blues”では詩人はイース
タータイムの Juarez に迷い込んでいるのだが、“gravity”（「真面目さ」）は役に立たず、“put on 
air”（「気取ること」）は禁物であると言われている。歌の最後には“I do believe I’ve had 






















によくあらわれている。そこでディランは“Well, I waited for you inside of the frozen traffic / 
When you knew I had some place to be”（「ぼくは動かない往来のなかで君を待っていた／その
とき君はぼくの居場所はどこかよそだと知っていた」）と歌う（349）。いま自分がいる場所とは
別に、自分にはいるべき場所があるということ。その場所は、たとえば“Mr Tambourine 






側の空間は、必ずしも居心地がよさそうではない。その空間は同じ Bringing It All back Home
の“It’s Alright, Ma（I’m Only Bleeding）”の、機関銃のような言葉が繰り出す世界＝社会のイ
メージと通じ合っていて、楽しいというよりは、人を震えさせるような、個人の自由を妨げるニ
セモノに満ち溢れたネガティヴな場所のように見える。わたしの考えでは、ディランのカオスと





えるわけではないが、Highway 61 Revisited になると、反抗的ではあってももっと混乱した世





涼通り」）の内側にいる。しかしここで描かれているほとんどは Desolation Row の内部と言うよ
りは、それに隣接し、そことの関係において語られる外部の場所である。この隣接＝隣り合いの
関係に着目してみよう。たとえば第２聯では、シンデレラに愛を告白しに外からロミオがやって




は Desolation Row へ行った罰として今しも処刑されるところであり、保険会社の男たちは誰も
Desolation Row へ行っていないかどうかをチェックしている（311-14）。こうした登場人物は多
くが Desolation Row という場所の中には現在は入っていないが、かつてそこに居たことがあっ
たり、そこに行ったことがあったり、そこに行こうとしていたりする。興味深いのは最後から２
つ目のヴァースで、そこではエズラ・パウンドと T. S. エリオットを始め、多くの人物が出てく




　この詩においては、“Gates of Eden”や“Highway 61 Revisited”とは違って、特権的な場所
は排他的な場所ではなく、そことの交通、往き来が可能である。魅力的なのは Desolation Row
と名づけられた通りだというよりも、この詩で描かれているざわめくカーニヴァル的な世界全体
なのだ。混沌とした世界の中で、自己の居場所を探ろうとしてディランは Desolation Row を仮
の宿りにしているわけだが、そこは外の混乱といくらでも通じ合っていて、いわば多孔質の空間






ろう。カオスの中で Desolation Row という場を持つことがここでは問題になっているのだが、
同時に、このカーニヴァルまたはサーカスのような場の全体が、詩人ボブ・ディランが紙の上に
タイプライターでつかのま場を持った、その場であることを忘れるわけにはいかない。そして、












Praise be to Nero’s Neptune
The Titanic sails at dawn
And everybody’s shouting
“Which Side Are You On?”
And Ezra Pound and T. S. Eliot
Fighting in the captain’s tower
While calypso singers laugh at them
And fishermen hold flowers
Between the windows of the sea
Where lovely mermaids flow
And nobody has to think too much
About Desolation Row　（314）
（ネロのネプチューンに讃えあれ／タイタニック号は夜明けに出港する／そこではあらゆる
















































こそ、“How can I explain? / Oh, it’s so hard to get on”（「どう言ったらいいだろう？／ああ生





Inside the museums, Infinity goes up on trial
Voices echo this is what salvation must be like after a while
But Mona Lisa musta had the highway blues














ような位置において考えているのだとわたしは思う。“Visions of Johanna”の“little boy lost”









All Back Home に収められた“It’s Alright, Ma （I’m Only Bleeding）”の終わりから３つ目の
ヴァースによく顕れている。よく知られた箇所だが、“For them that think death’s honesty / 







死の主題はデビューアルバムの Bob Dylan にカバーされている幾つかのブルースにも見られて
いた。死を前にしたブルースマンの態度を、ディランはコンプレックスと羨望を感じながら、若
い頃から身につけたいと意識してきたに違いない。そして本論で取り上げている時期のディラン
における死の問題の重要性は、最初に引いた Bringing It All Back Home のジャケット・ノーツ
にはっきり窺える。そこでディランは「ぼくがきみにスケッチしようとしているのはときどきこ
こいら辺で起こっていることの絵だ。自分でもほんとうに何が起こっているのかはあまりよく理
解していないけれど」という言葉に続けて、“i do know that we’re all gonna die someday an’ 




　“Visions of Johanna”の“little boy lost”に詩人がある程度の共感を抱いているとすれば、そ
16
れは、彼も自分も必ず死ぬ、そして死ぬときはひとりであるという同じ条件を持っているからだ。
ここに当時のディランにおける〈平等の思想〉というべきものがある。Blonde on Blonde の一
曲目、ニューオリンズ的な祝祭の気分に満たされた“Rainy Day Women #12 & 35”のリフレイ
ンの２行、“But I would not feel so all alone, / Everybody must get stoned.”（「でもぼくはそん
なにさびしくない／誰でもみんな石で打たれるべきなんだ」、331）は、ディラン的な平等意識の













はこれらの作品は、誰もが孤独であり、死を免れないこと、石で打たれるがゆえに“It’s so hard 




続けるのと同じように、“Memphis Blues Again”の語り手は Mobile の外には出て行けない。あ




で“Take what you have gathered from coincidence.”（「偶然の一致から集めたものを使え」）
と言われているのは、偶然の一致によるもの以外は何もないからだし、ここにあるもの以外にど
んなプランを立ててみても、「ハイウェイ」としてある世界ではギャンブラーとして誰もが賭け
をしながら生きるしかないからだ（“The highway is for gamblers, better use your sense” 279）。







あり、それは“Like a Rolling Stone”の表現を借りれば、一個の石ころとして転がっていくこと、
重力に従って落ちていくことを意味している。ディラン的な交通、そこでの自由とは、かつて若










※ 使用テクスト　ボブ・ディランの歌詞とジャケット・ノーツの引用はすべて下記の引用文献表に記した Lyrics, 
1962-1985 に拠った。またアルバム名と曲名に関しては原語のまま記すことにした。
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